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核物理学がどのように発展して来たかについて述べる。時期は放射能の
発見から１９５０年代（各物理と粒子物理の分化期）まで。

核の存在の確立、核模型、核反応、核とβ decayとのかかわり、核力
（現象論と中間子論の核力）、核分裂等。重点は”思考錯誤”の歴史の反省

にある。
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